
オンライン開催 主催：農林水産省、EYストラテジー・アンド・コンサルティング

農山漁村における
AIソリューションピッチ大会
「農山漁村」経済・生活環境創生プラットフォーム第6回情報発信会

地域課題とAIをつなぐソリューション企業による取組やその効果を紹介します
農山漁村では人口減少や高齢化に伴う課題解決へのAI技術が期待されています。本情報発信会では、農林水産省が選定したAI
ソリューションの成果や期待される効果を共有し、自治体と企業の連携促進や実装拡大、さらには企業間のネットワーク形成を通じた
農山漁村でのAI活用の推進を目指します。

開催概要

2026.10/30 (金)
15:30–17:35

形式

プログラム

15:30 開会挨拶

15:35

15:45

16:40

16:45

今後の実装・連携に向けた案内17:30

17:35 閉会

こんな方におすすめ！
 地域課題の解決にAIを活用したい自治体・地域団体の方
 農山漁村での実装・連携先を探すAIソリューション企業の方
 地域での取り組みを支援する金融機関の方
 農林水産業や地域づくりへのAI活用に関心のある方

AIインパクト創出ソリューション制度の概要ご紹介

選定企業による取組のご紹介

選定企業による取組のご紹介

農林水産省

農林水産省

ソリューション選定企業
※次頁参照

ソリューション選定企業
※次頁参照

農林水産省

問い合わせ先 運営事務局 EYストラテジー・アンド・コンサルティング 担当：河野
Email：Fumika.Kawano@jp.ey.com

参加無料

日時
参加者数の
上限なし

セッションでご紹介するAIソリューションの事例
 農業における取得暗黙知等のAI-ready化と活用
 モニターによる生産性向上・高付加価値化
 農地パトロール効率化
 防災・鳥獣害対策・観光誘客等に向けた活用

休憩

オンライン配信
（zoomウェビナー）
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参加申込はこちらから！

申込方法  右のQRコードからフォームを入力ください
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AI×「農山漁村」
インパクト創出ソリューション実装プログラム

選定企業一覧

問い合わせ先 運営事務局 EYストラテジー・アンド・コンサルティング 担当：河野
Email：Fumika.Kawano@jp.ey.com

カテゴリ 事業者名 ソリューション概要

生産性
向上・
高付加
価値化

農業

Fairy Devices株式会社 ウェアラブルカメラ装着による現場暗黙知の取得と活用

株式会社きゅうりトマトなすび 生成AI活用による営農相談・作業計画支援と圃場
管理の効率化

株式会社
Preferred Networks

栽培ノウハウ等暗黙知継承等による生産性向上・
高付加価値化

株式会社フライウィール 園地データの統合による果樹経営の知識承継と新規
就農支援

株式会社フツパー 熟練農家の営農判断の形式知化による知識承継

株式会社レグミン 農薬散布・除草効率化等による生産性向上

株式会社ミライ菜園 病害虫発生リスク予報による生産性の向上

株式会社ひらめきしゅうたくん 出荷最適化による付加価値の向上

畜産業

株式会社Eco-Pork 養豚経営システムを活用した豚の一元管理・可視化
による生産性向上

株式会社農情人 牛の状態把握・異常兆候の可視化による見守り負担
軽減と生産性向上

株式会社JDSC ドローン活用による鳥獣・疾病対策

株式会社ビーフソムリエ 牛の血液データ解析による生産性向上・
高付加価値化

株式会社EQUES 家畜伝染病予防法に基づく防疫記録の効率化による
自治体等負担低減

知的財産
管理 株式会社ハイレゾ 知財保護監視強化に伴う高付加価値化と自治体

負担低減

地情報可視化による
自治体等負担軽減・
農地の集積・集約

サグリ株式会社 農地情報の一元管理による農地集積・集約支援

株式会社スペースシフト 農地パトロール効率化による自治体負担軽減

株式会社ビビッドガーデン 農地パトロール効率化による自治体負担軽減

「経済面」、「生活面」の
取組による活性化

株式会社Yottavias 24時間ライブカメラ設置による防災・鳥獣害対策・
観光誘客

株式会社ゼンク 衛星画像解析による巡視業務効率化を通じた
農林水生活環境改善

現場のＡＩリテラシーの
向上

株式会社福島アグリテックスLab.
株式会社ORENDA WORLD 

「半農半テック」推奨による農山漁村現場の
AIリテラシー向上
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